
2-5 年齢階級別女性労働力率

063

１ 

経
済
・
経
営

２ 

人
口
・

労
働
力
人
口

３ 

就
業
構
造

４ 

失
業
・
失
業

保
険
・
雇
用
調
整

５ 

賃
金
・

労
働
費
用

６ 

労
働
時
間
・

労
働
時
間
制
度
７ 

労
働
組
合
・
労
使

関
係
・
労
働
災
害

８ 

教
育
・

職
業
能
力
開
発
９ 

勤
労
者
生
活
・

福
祉

参

考

関連表 

日本

アメリカ

イギリス

ドイツ

フランス スウェーデン

韓国

シンガポール

イタリア

0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

15-19 20-24 25-29 30-34 35-39 40-44 45-49 50-54 55-59 60-64 65+

％

歳

（2018年）

 p.79～88 「第2-11 表 性別・年齢階級別人口・労働力人口・労働力率」

女性の年齢階級別労働力率をみると、日本では 20 歳代後半から 30 歳代にかけて比
率が落ち込むいわゆるＭ字カーブを描いていることが特徴的である。結婚・出産・育
児等のために労働市場からいったん退出し、その後育児が落ち着いた後に再び労働市
場に復帰するという女性労働者の就労行動の特徴が、Ｍ字カーブに反映されている。
これはアメリカやヨーロッパでも 1970 年代にはみられた現象だが、今日ではほとん
どみられなくなり、台形型となっている。しかしながら、日本においても時系列でみ
れば、Ｍ字カーブの底の位置の上昇と底にあたる年齢の高齢化が観察される。晩婚・
非婚化の進行や共働きの増加などが要因であろう。特に 25～29 歳における労働力率
の上昇が顕著であり、1975 年に 42.6％であったものが、2018 年には 83.9％に上昇し
ている。それ以外の年齢階層の労働力率も全般的に上昇傾向にある。

参考 日本の女性労働力率（％） 
 15-19 20-24 25-29 30-34 35-39 40-44 45-49 50-54 55-59 60-64 65歳～ 

1975 21.7 66.2 42.6 43.9 54.0 59.9 61.5 57.8 48.8 38.0 15.3 

2018 20.4 74.8 83.9 76.9 74.8 79.6 79.6 79.2 73.3 58.1 17.6 

データブック国際労働比較2019｜労働政策研究・研修機構 (JILPT)




